
令和 6年度第 1回山口県子育て文化審議会の概要について 

  

１ 日時  令和 6年 6月 3日（月）15時 00分から 17時 00分まで 

 

２ 場所  県庁共用第 3会議室 

 

３ 出席者 

 委員 22名(次紙のとおり) 

 県：こども・子育て応援局長、こども政策課長、こども家庭課長、関係課職員 

 

４ 議題等（主な意見の概要） 

(1) 次期「やまぐち子ども・子育て応援プラン（仮称）」について 

・県には、子どもの居場所とは何かということについて明確にし、そうした居場所を増

やしていくことを明文化してほしい。 

・学校や放課後児童クラブ、児童館などが子どもの居場所となれるよう、研修などを実

施していくことも重要である。 

・父親が子育てに合わせて働き方を変えることなどへの社会的理解が不十分なため、働

き方改革においては、女性を応援するだけでなく、男性を含めた子育て家庭を応援し

ていただきたい。 

・児童支援員等をその他専門人材へ明記していただきたい。また、専門職の方が支援に

集中できるよう、環境整備や業務の効率化の視点も加えていただきたい。人材確保に

当たっては、新卒に限らず、移住者や多様な層の活用など合理的な確保が必要。 

・県の制度や情報が対象者に届いていない。山口県で実施している様々な施策の情報を

幅広い世代に届けようとする視点が、子どもと子育てにやさしい社会づくりの推進

に繋がっていくと考える。 

・人口減少や少子化という現象にとらわれ過ぎず、今を生きる子どもたちを応援できる

プランにしていただきたい。 

・不登校の子どもは、自分の好きなものを見つけ、自分が知らないことを学び、自分ら

しく楽しんでいる。不登校は決して悪いことではなく、その子自身が学びを必要と感

じたときに学べるよう、教育環境を臨機応変に対応させることが必要である。 

(2) 次期「やまぐち子ども・子育て応援プラン（仮称）」の策定に向けたアンケートにつ

いて 

 ※字句修正等について意見が提出された。 

 

 



 

6月 3日 子育て文化審議会出席委員一覧(50音順) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏　　名 所　　属　　・　　役　　職

伊
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と う
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宇部フロンティア大学短期大学部教授

今　谷　光　代
いま　　たに　　　みつ　　　よ

下松市こども未来部長

漆
うるし
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　まどか 公募（大学生）
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（社福）山口県社会福祉協議会事務局次長兼総務企画部長

大
おお

　山
やま

　隆
たか

　史
し

宇部市立川上中学校長

小
お

　野
の

　晃
あき
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こ

山口市立白石小学校長

川
かわ

　村
むら

　宏
ひろ

　司
し

（一財）山口県児童入所施設連絡協議会会長

木
き

　橋
はし

　悦
えつ

　二
じ

山口県青少年育成県民会議副会長

河
こ

　内
うち

　美
み

　舟
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（一財）山口県里親会会長

杉
すぎ

　山
やま

　美
み

　羽
わ

子育て県民運動地域推進協議会副会長

瀧
たき
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　あすか 公募（大学生）

谷
たに

　岡
おか

　冨
ふ

美
み

枝
え

（一財）山口県母子寡婦福祉連合会理事

友
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　景
かげ

　里
り

　絵
え

山口県ＰＴＡ連合会副会長

永
なが

　岡
おか

　英
ひで
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のり

山口労働局職業安定部訓練課長

鍋
なべ

　山
やま

　祥
しょう

　子
こ

山口大学経済学部教授

原
はら

　本
もと

　悦
えつ

　美
み

山口県立下関北高等学校長

藤
ふじ

　山
やま

　　　毅
つよし

（一社）山口県労働者福祉協議会専務理事

古
ふる

　川
かわ

　英
ひで

　希
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山口県障害福祉サービス協議会会長

松
まつ

　本
もと

　　　睦
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公募（会社員）

見
み

　山
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　昭
あき

学校法人四恩学園四恩幼稚園園長

百
もも

　衣
い

　万里子
ま り こ

山口県母子保健推進協議会会長

安　光
やす  　みつ

　真裕美
ま ゆ み

山口県地域活動連絡協議会副会長


